



























































































































































































































































































もなう須恵器は、ＴＫ 23 型式やＴＫ 47 型式と呼
ばれる段階の特徴を示しており、５世紀後半ごろ
の年代が与えられていることから、古墳もその時
期とわかる。ただし、古墳にともなわず周辺から
破片が出土した家形埴輪には、５世紀前半の特徴
をもつものもあり、より古い段階の古墳も存在し
ていたことも示されている。　
終末期の円墳　　６世紀以降の古墳時代後期に
なると、埋葬施設が追葬可能な横穴式石室へと変
わるとともに、各地で群集する円墳の築造が増加
する。政治史的には飛鳥時代とされる６世紀末葉
以降は、古墳時代としては終末期と位置づけられ、
北白川地域でもこうした円墳群の存在が知られる
とともに、小倉町・別当町一帯には集落も見つかっ
ている。この地にはやがて「北白川廃寺」と呼称
される古代寺院が建立されることから、有力豪族
の活動基盤となる地域であったのだろう。
吉田キャンパス一帯は、そうした空間の外縁部
にあたるものとみられ、７世紀代を中心とする資
料は、比較的頻繁に出土している。まとまった出
土は本部構内がもっとも多く、ここでは終末期の
円墳かとみられる弧状の溝が、何カ所かで見つ
かっているほか、小児用の棺などとして埋納され
た可能性もある大型の甕形土器の一括した出土も
みられる。
おわりに　　キャンパスの地下の古墳時代につ
いては、以上のように、古墳時代中期の半ば以
降、すなわち古墳時代の後半期は、小規模な墳墓
などが点在している景観を思い浮かべることがで
きる。これに対して前半期については、情報が不
足しており、当時の様子を復元するには至らない。
今後の蓄積を待たなければならない状況と言える
だろう。
周溝内の須恵器や鉄製刃先の出土状況
（吉田二本松９号墳：北から）
吉田二本松古墳群出土の須恵器と土師器 古墳の周溝の可能性がある弧状の溝（本部構内・東から）
古墳時代土師器甕の出土状況（本部構内・北から）

